
 

日本野外教育学会 第 28 回大会（奈良天理）のご案内 
 

大会実行委員長：中野 友博(びわこ成蹊スポーツ大学) 

事務局長：蓬田 高正（天理大学）       

大会テーマ：ツーリズムから考える自然体験の価値 

日本野外教育学会第 28 回大会を天理大学にて開催させていただきます。みなさんもご存じのように、奈良は日

本最初の都と言われる「藤原京」や「平城京」が置かれていました。また野外教育の源流と言われる「修験道」も、

その総本山は奈良吉野にある金峯山寺蔵王堂です。さらに天理の地は天理教の聖地「ぢば」であり、このように昔

から奈良の地には、多くの人たちが行き交っていました。そんな日常生活圏外を訪れるツーリズムで、近年はグリ

ーンツーリズム・エコツーリズム・ウエルネスツーリズムのように自然を活用した新たなツーリズムの形態が見ら

れるようになっています。訪れた地域の歴史分野や自然環境を活用することで、環境保全や健康増進、ウェルビー

イング、さらにはその地域の活性化にも繋がることが期待されています。 

このような背景から、今大会のテーマを「ツーリズムから考える自然体験の価値」と設定いたしました。 

 

主催 日本野外教育学会 

共催 天理大学 

後援 天理市、天理市教育委員会（いずれも申請予定） 

 

１．期日 

2025年6月28日（土）〜 29日（日） 

 

２．会場 
天理大学 体育学部キャンパス 

〒632-0071 奈良県天理市田井庄町80 

https://www.tenri-u.ac.jp 
 

３．大会日程 

【第1日目：6月28日（土）】 

8:30〜      受付開始 

9:00〜11:00 自主企画シンポジウム 

11:15〜       理事会 

       昼食及び休憩 

12:50～    開会式 

13:00～14:00  基調講演 

テーマ「野外教育と地域資源：ツーリズムを通じた新たな

学びの創出」 

小川正人 氏(一般社団法人ONSEN・ガストロノミーツーリ

ズム推進機構理事長・一般社団法人ネイチャーホ

スピタリティ協会理事長） 

14:15～16:15 シンポジウム 

テーマ『地域資源の可能性を広げる野外教育の役割』 

シンポジスト： 

小川正人 氏(一般社団法人ONSEN・ガストロノミーツーリ

ズム推進機構理事長・一般社団法人ネイチャーホ

スピタリティ協会理事長） 

島田知明 氏(然別湖ネイチャーセンター インストラクタ

ー) 

西村典芳 氏（流通科学大学 教授） 

コーディネーター：西村典芳 氏（流通科学大学 教授） 

16:30〜17:30  総会 

18:00〜19:30  情報交換会 

 

【第2日目：6月29日（日）】 

8:30～     受付開始 

9:00～10:00  研究発表Ⅰ（口頭） 

10:15～11:15 研究発表Ⅱ（口頭） 

11:30～12:30 野外教育関連企業「株式会社モンベル」と

のディスカッション 

       昼食及び休憩 

13:00～14:00  研究発表Ⅲ（ポスター） 

14:15〜15:15 研究発表Ⅳ（口頭） 

15:30〜    閉会式 

 

４．第28回大会専用ウェブサイト 

各種申込や原稿提出は、下記URLから行ってください。 

https://28th-tenri.joes.gr.jp 
 

５．参加費 

           期限前料金    期限後料金 

正会員（一般）  5,000円    6,000円 

正会員（学生）  3,000円    4,000円 

団体会員     5,000円    6,000円 

※会員の参加費は抄録代（PDF配付）を含む。 

非会員（一般）  3,000円/日 

非会員（学生）  2,000円/日 

※非会員の参加費は、期限前後料金ともに同額です。 

※非会員の参加費には抄録集代（PDF配付、2,000円）は

含みません。別途申込ください。） 

基調講演・シンポジウムのみ（一般公開） 無料（ただし、

事前申込必要） 

<情報交換会費> 

正会員（一般）･団体会員･非会員（一般）6,000円 

正会員（学生）･非会員（学生）     4,000円 

<発表投稿料> 

正会員 無料  非会員 3,000円 



 

 
６．大会参加申込・大会参加費等の納入方法 

原則として、第28回大会専用ウェブサイトからオンライ

ン決済サービス“Peatix”を使用して、大会参加申込および

参加費等を納入してください。 

【申込期限：2025年5月12日（月）】 

※申込期限までに参加費納入確認できない場合、期限後料

金となります。また、一旦納入された参加費等の返金は

しません。 

 

７．研究発表・実践報告の申込および原稿提出 

原則として、第28回大会専用ウェブサイトからオンライ

ン決済サービス“Peatix”を使用して、申込をしてください。

またそれぞれの「抄録原稿提出要領」に従って抄録原稿デ

ータを提出してください。 

【申込期限：2025年4月30日（水）】 

【原稿提出期限：2025年5月12日（月）】 

 

８．自主企画シンポジウムの申込および原稿提出 

「自主企画シンポジウム」とは、第28回大会に参加する

学会員自らが、テーマ、司会者、話題提供者、指定討論者

等を設定して実施されるシンポジウムです。 

企画を希望する会員は、原則として、第28回大会専用ウ

ェブサイトからオンライン決済サービス“Peatix”を使用し

て、申込みをしてください。 

また、「自主企画シンポジウム抄録原稿提出要領」に従

って抄録原稿データを提出してください。 

【申込期限：2025年4月30日（水）】 

【原稿提出期限：2025年5月12日（月）】 

 

９. 若手優秀発表賞について 

若手研究者の研究活動を推奨するため、研究のオリジナ

リティ、有用性、研究方法の妥当性、発表技術について審

査し表彰します。受賞者には賞状と副賞を授与します。選

考対象者は以下の要件を満たしている方とします。 

1.本学会の正会員（一般/学生）である。 

2.研究発表（口頭）の筆頭及び演者である。 

3.年齢が35歳未満（当該年次大会時）である。 

4.発表申込時に若手優秀発表賞の審査を申請した者（エン

トリー制）。 

 

１０．食事及び宿泊について 

宿泊は天理駅・JR奈良駅周辺に宿泊施設がありますので

各自でご手配ください。また、当日学生食堂および学内コ

ンビニは営業しておりません。大学近隣には弁当屋、飲食

店、コンビニエンスストア等があります。お弁当（1,000円）

を注文される方は、参加申し込み時に注文してください。 

 

１１．会場までの交通機関 

天理大学 体育学部キャンパス 

〒632-0071 奈良県天理市田井庄町80 

https://www.tenri-u.ac.jp/about/campus/ 
◆新幹線の場合 

・京都駅から近鉄京都線「天理」行き急行、「橿原神宮前」

行きは平端駅で「天理」行きに乗り換え（乗車時間約65

分） 

・新大阪駅からJR鶴橋駅・御堂筋線なんば駅で近鉄奈良線

「近鉄奈良」行きに乗り、大和西大寺駅で「天理」行き、

「橿原神宮前」行きは平端駅で「天理」行きに乗り換え

（乗車時間約65分） 

◆飛行機の場合 

・伊丹空港からリムジンバスで、近鉄大和西大寺駅（約50

分）から平端駅で「天理」行きに乗り換えまたはJR奈良

駅（約 80分）から万葉まほろば線（桜井線）で「天理」

行きに乗り換え 

・関西国際空港からリムジンバスで、近鉄大和西大寺駅（約

80分）またはJR 奈良駅（約100分）で「天理」行きに

乗り換え 

◆車の場合 

・西名阪自動車道天理I.Cまたは郡山I.Cから約10分（身

障者用駐車スペースをご希望の場合は、事前に事務局に

ご連絡ください。） 

 

１２．託児について 

大会期間中、託児をご利用いただけるように調整してい

ます。ご希望の方は、早めに託児の希望内容をE-mailでお

知らせください。 

 

１３．大会事務局・問い合わせ先 

〒632-0071奈良県天理市田井庄町80 蓬田高正研究室  

日本野外教育学会第28回大会事務局(蓬田高正)  

 E-mail: 28tenri@joes.gr.jp 
※お問い合わせは、E-mailでお願いいたします。 

 

☆発表資格および注意事項 

◆ 発表の資格に関すること 

1.筆頭者および演者は、正会員、名誉会員、団体会員（一

般）、賛助会員、および大会実行委員長が認めた者とす

る。ただし、非会員であっても外国人研究者に関しては

これを認める。 

2.共同研究者には非会員が名前を連ねても差し支えない。 

3.筆頭者および共同研究者に関して、会員は年度会費を期

日までに完納していること。また、非会員は所定の発表

投稿料（3,000円）を期日までに納付すること(参加費

とは別)。 

4. 筆頭者および演者は、共同研究者の発表資格・発表投

稿料等を把握した上で、申込をしてください。 

5.自主企画シンポジウムの主たる企画者(主催者、責任者)

は、正会員、名誉会員、団体会員（一般）、賛助会員、

および大会実行委員会が認めた者とする。ただし、非会



 

員であっても話題提供者、指定討論者等として企画に携

わることはできる（無料）。 

◆ 発表の方法等に関すること 

1.原則として、野外教育研究の投稿規定に準じた未発表の

研究に限る。 

2.筆頭の発表（口頭発表、ポスター発表、実践報告）は、

１回の大会において１題目に限る。 

3.発表の言語は、日本語あるいは英語とする。 

4.やむをえない理由で演者が発表できなくなった場合、事

前に大会実行委員長の承認を得て、共同研究者による代

演を認める。 

◆ 抄録原稿に関すること 

 1.一度提出した抄録原稿の訂正はしない。 

 2.発表された抄録は、学会ウェブサイトに掲載する。 

◆ その他 

 1.本学会が定める倫理規定を順守すること。 

 2.以上の発表要件に満たない研究は、発表を取り消す 

場合がある。 

 

研究発表（口頭発表・ポスター発表）抄録原稿提出要領 

※大会専用ウェブサイトから「研究発表抄録原稿フォーマ

ット」をダウンロードして、作成してください。 

1．原稿枚数：口頭発表はA4版2頁、ポスター発表はA4

版1頁とします。原稿は、白紙を縦置きにし、天地左右

に25mmの余白を設定し、 ワードプロセッサ等で作成

してください。 

２．演題：（14ポイント・ゴシック体）演題は１行目

（必要があれば２行目まで可）に、副題がある場合は改

行してそれを記載して下さい。また、演題（あるいは副

題）の下の行に、英文タイトルを記載して下さい。 

３．氏名：（12ポイント・明朝体）英文タイトルの下に1

行空白を設け、その下の行に氏名と（ ）内に所属を記

載して下さい。また、共同研究者も同様に連記し、演者

氏名の前に○印をつけて下さい。 

４．キーワード：（10ポイント・明朝体）氏名の下に1

行空白を設け、その下に発表内容のキーワード（2〜5

個）を記載して下さい。 

（例）キーワード：○○○○、○○○○、○○○○ 

５．本文：（10ポイント・明朝体）キーワードの下に1

行空白を設け、その下から本文を記載して下さい。本文

は、1行あたり20～22文字の2段組とし、１頁の行数

は、演題の行を含め40行程度とします。 

６．図・表および写真：図・表および写真は原稿に直接挿

入し、「通し番号」と「見出し」をつけてください。 

７．提出方法：原則として、第28回大会専用ウェブサイ

ト(https://28th-tenri.joes.gr.jp)から、原稿データをweb提

出してください（Wordファイル、PDFファイル）。なお

原稿の校正は行わず、そのままオフセット印刷で抄録集

に記載します。 

８．原稿締切：2025年5月12日（月）必着 

９．その他：上記の提出要領に沿わない原稿は受付けませ

ん。なお上記意外に「野外運動データベース(ROP)」登

録上必要な情報を提供していただく場合があります。 

 

実践報告（ポスター）抄録原稿提出要領 

抄録集に実践報告の概要を掲載します。以下、原稿の作

成・提出の要領、留意事項をご確認ください。 

１．原稿内容：抄録集に概要を掲載するため、「演題」

「英文タイトル」「氏名と所属」「概要(200字以内)」

を作成して下さい。また、演者氏名の前に○印をつけて

下さい。 

２．提出方法：第28回大会専用ウェブサイト(https://28th-
tenri.joes.gr.jp)から、原稿データをweb提出してくださ

い（Wordファイル、PDFファイル）。なお、原稿の校正

は行わず、そのままオフセット印刷で抄録集に記載しま

す。 

３．原稿締切：2025年5月12日（月）必着  

４．その他：上記の提出要領に沿わない原稿は受け付けま

せん。 

 

自主企画シンポジウム 抄録原稿提出要領 

抄録集に自主企画シンポジウムの紹介を掲載します。以下

の原稿の作成・提出の要領、留意事項をご確認ください。 

１．原稿内容：「シンポジウムテーマ」、「テーマの英

文」「企画担当者（所属・役割も含めて）」「企画の趣

旨（400字程度）」を作成してください。大会実行委員

会でA4版1/2頁程度に編集し、抄録集に掲載します。

なお、登壇者については、氏名、所属、イベントでの役

割（コーディネーター、話題提供者、指定討論者など、

ご自由に設定してください）を明記してください。 

２．提出方法：第28回大会専用ウェブサイト(https://28th-
tenri.joes.gr.jp)から、原稿データをweb提出してくださ

い（Wordファイル、PDFファイル）。なお、原稿の校正

は行わず、そのままオフセット印刷で抄録集に記載しま

す。 

３．原稿締切：2025年5月12日（月）必着  

４．留意事項 

・申込多数やテーマが重なった場合は、大会事務局で調整

の上、6月上旬に申込者に決定連絡する予定です。 

・テーマや趣旨が本学会の趣旨と著しく異なっていたり、

事前の申込内容と著しく違う場合などは、実行委員会の

判断で企画を取りやめていただく場合がありますので、

十分にご留意ください。 

・原稿提出後に、企画内容・場所・機材等について、申込

者にメール等で連絡調整をする予定です。


